
●令和元年度 決算がまとまりました

●契約保養施設ガイド

●「天城の里20」年末年始抽選申込書
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の ん び り く つ ろ げ る 直 営 保 養 施 設

「天城の里20」

■所在地　静岡県伊豆市冷川1524 -308

■利用料金（1泊 2食付）

■入湯税
　1人1泊（12歳以上）…150円

■利用申込
　健康保険組合保健事業課にて、利用日の6カ月前の1日
　から電話（03- 5232-5006 ）予約開始（年末年始・
　お盆を除く）。

■キャンセル
　利用人数の変更等は、事前に健康保険組合へご連絡くだ
　さい。「天城の里20」では宿泊当日の3日前よりキャン
　セル料が発生します。

※宿泊する方の中に被保険者・被扶養者、または被保険者・被扶養者であった方
　がいれば、同伴の一般の方も被保険者・被扶養者と同様の料金となります。

「天城の里20」利 用 ガ イ ド

被保険者・被扶養者
被保険者・被扶養者であった方

大人6,000円
子供（5歳以下）4,500円

一般の方
大人8,000円
子供（5歳以下）6,500円

伊豆
アニマルキングダム

さまざまな動物を
間近で見ることができる

（東伊豆町）

周辺ガイド

ワシミミズク

　東伊豆町稲取にある「伊豆アニマルキングダム」は「天城の里20」より車で30分ほど
のところにあります。ホワイトタイガーやライオン、チーターなどの猛獣のほか、キリン、
ミナミシロサイ、カピバラ、マントヒヒなどさまざまな動物を見ることができるアニマル
ゾーンや、観覧車などの乗り物があるプレイゾーンなどがあり、ご家族全員で楽しめるお
すすめスポットです。

●所在地、電話番号
静岡県賀茂郡東伊豆町稲取3344
（伊豆急稲取駅から伊豆アニマルキングダム行き
バスで約10分）☎0557-95-3535

●営業時間（通常営業の場合）
9時～17時（10月～3月は9時～16時）

マントヒヒ

カピバラ

キリンへの餌やりもできるホワイトタイガー、現在4頭が飼育されている

ミナミシロサイ ライオン



69,624,320
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32,672,138

96,400

31,805,202

14,528,619

17,274,999
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208,306
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113,141
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12,954

6,861

326

446,430

439,498

収入支出決算の概要

収　　入

支　　出

健 康 保 険 収 入

調 整 保 険 料 収 入

財 政 調 整 事 業 交 付 金

そ の 他 の 収 入

収 入 合 計

経 常 収 入 合 計

事 務 費

保 険 給 付 費

　 法 定 給 付 費

　 付 加 給 付 費

納 付 金

　 前 期 高 齢 者 納 付 金

　 後 期 高 齢 者 支 援 金

　 退職者給付拠出金・他

保 健 事 業 費

財 政 調 整 事 業 拠 出 金

そ の 他 の 支 出

支 出 合 計

経 常 支 出 合 計

健 康 保 険

7,100,347

1,031,100

76,819

147

8,208,413

94,053

13,658

1,018

1

108,731

収　　入
介護保険第２号

被保険者たる被保険者等
１人当たり額（円）

介 護 保 険 収 入

繰 入 金

国 庫 補 助 金 受 入

雑 収 入

収 入 合 計

8,162,245

137

8,162,382

108,119

2

108,121

支　　出
介護保険第２号

被保険者たる被保険者等
１人当たり額（円）

介 護 納 付 金

介 護 保 険 料 還 付 金

支 出 合 計

介 護 保 険

収入と支出の 割合をみると
収　　入支　　出

財政調整事業拠出金・
その他の支出  1.6%

事務費
0.7%

保険給付費
48.1%

法定給付費
47.9%
付加給付費
0.2%

決算額（千円）科　　目 被保険者
１人当たり額（円）

決算額（千円）科　　目 被保険者
１人当たり額（円）

科　　目 決算額（千円）

科　　目 決算額（千円）

健康保険収入
96.9%

納付金
46.7%

前期高齢者納付金
21.3%
後期高齢者支援金
25.3%
退職者給付拠出金・他
0.1%

保健事業費
2.9%

財政調整事業交付金
1.2%

その他の収入
0.4%

調整保険料収入
1.5%

国
に
納
め
る

介
護
納
付
金
は
82
億
円

介
護

保
険

和
元
年
度
、
我
が
国
の
健
康
保
険
組
合
を
取
り
巻

く
状
況
は
、
収
入
面
で
保
険
料
収
入
が
伸
び
悩
む

一
方
で
、
支
出
面
で
は
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
過
重

な
負
担
が
健
保
財
政
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
ま
た
人
口
の
高
齢

化
や
医
療
の
高
度
化
に
よ
り
、
国
民
医
療
費
の
増
加
は
依
然
と

し
て
続
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、当
健
康
保
険
組
合
に
お
き
ま
し
て
は

被
保
険
者
数
が
増
え
た
こ
と
な
ど
が
プ
ラ
ス
要
因
と
な
り
、収
入

面
で
健
康
保
険
収
入
が
平
成
30
年
度
比
で
27
億
円
増
と
な
り
ま

し
た
が
、
支
出
面
で
は
保
険
給
付
費
が
同
比
で
16
億
2
千
万
円

増
、高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
納
付
金
が
20
億
1
千
万
円
増
と
な

り
、令
和
元
年
度
の
単
年
度
収
支
で
あ
る
経
常
収
支
は
同
比
で

12
億
2
千
万
円
減
の
26
億
9
千
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
健
保
組
合
を
取
り
巻
く
情
勢
は
こ
れ
か
ら

も
厳
し
く
、
被
保
険
者
数
、
標
準
報
酬
・
賞
与
の
大
幅
な
増
加

は
見
込
め
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
医
療
費
の
増
加
や

高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
納
付
金
負
担
の
増
加
も
併
せ
、
健
保
財

政
は
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
み

な
さ
ま
に
は
、
健
康
保
険
組
合
を
取
り
巻
く
現
状
を
ご
理
解
の

う
え
、
日
々
の
健
康
管
理
に
努
め
ら
れ
、
医
療
費
節
減
に
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
収
入
総
額
は
前
年
度
よ
り
29
億
円
増
の
7
1
9
億
円
で
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
み
な
さ
ま
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
保
険
料
で

す
。
そ
の
他
の
収
入
で
は
健
保
連
の
行
っ
て
い
る
財
政
調
整
事

業
交
付
金
の
8
億
7
千
万
円
、
利
子
収
入
や
直
営
保
養
所
か

ら
の
収
入
2
億
4
千
万
円
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
収
入
科
目
の
う
ち
調
整
保
険
料
収
入
、
財
政
調
整

事
業
交
付
金
な
ど
を
除
い
た
6
9
8
億
円
が
経
常
収
入
と
な
り

ま
す
。

　
支
出
科
目
の
う
ち
、
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
の
が

み
な
さ
ま
の
医
療
費
や
各
種
給
付
金
の
支
払
い
に
あ
て
ら
れ
た

保
険
給
付
費
で
、
3
2
7
億
7
千
万
円
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
「
前
期
高
齢
者
納
付
金
」、「
後
期
高
齢
者
支
援
金
」な

ど
の
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
納
付
金
3
1
8
億
円
を
拠
出
し
ま

し
た
。
前
年
度
に
比
べ
20
億
1
千
万
円
増
と
な
り
、
保
険
料
に

占
め
る
割
合
は
45
・
7
％
と
昨
年
同
様
高
い
割
合
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
支
出
総
額
は
6
8
2
億
円
で
、
こ
の
う
ち
財
政
調
整
事
業
拠

出
金
な
ど
を
除
い
た
6
7
1
億
円
が
経
常
支
出
合
計
と
な
り

ま
す
。

　
介
護
保
険
の
保
険
料
は
、
40
歳
以
上
の
被
保
険
者
よ
り
健
康

保
険
の
保
険
料
と
と
も
に
納
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
健
康
保
険
の
保
険
料
と
同
様
に
毎
月
の
給
料
と
賞
与

か
ら
差
し
引
か
れ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
の
介
護
保
険
収
入
は
71
億
円
で
、
１
人
当
た

り
9
万
4
、0
4
0
円
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
支
出
は
国
に

納
め
る
介
護
納
付
金
が
81
億
6
千
万
円
で
1
人
当
た
り
10
万

8
、1
1
9
円
で
す
。
介
護
納
付
金
は
平
成
30
年
度
よ
り
約
13

億
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
収
入
の
不
足
分
は
積
立
金
か
ら
の

繰
り
入
れ
に
よ
っ
て
補
い
ま
し
た
。

令

高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
納
付
金
は

20
億
円
の
増
の
3
1
8
億
円
に

支
出
の

状

　況

収
入
の

状

　況

収
入
総
額
は
前
年
度
よ
り

29
億
円
増
え
、
7
1
9
億
円
に

決算が
まとまりました

保
険
料
は
増
収
と
な
る
が
、
医
療
費
、

高
齢
者
医
療
へ
の
納
付
金
等
も
増
え
、

組
合
財
政
は
引
き
続
き
厳
し
い
情
勢
に

……………………

令  和  元  年  度

3 2



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 届け出の遅れは健保 財政を圧迫します

ご家族が就職や結婚をされたときは
異動届による扶養除外の手続きと
保険証の返却を忘れずお願いします

こんなときは被扶養者ではなくなります

被扶養者となっているご家族が、就職や結婚などで新たな健康保険に
加入したときなど、次のようなケースに当てはまるときは被扶養者ではなくなります。
「被扶養者（異動）届」に保険証を添えて、すみやかに健保組合へ届け出てください。
届け出の遅れは、健保組合の財政を圧迫します。ご理解とご協力をお願いいたします。

　
上
記
の
よ
う
な
異
動
が
発
生
し
た
場
合
、５
日
以
内

に「
被
扶
養
者（
異
動
）届
」に
保
険
証
を
添
え
て
、会
社

の
担
当
者
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
当
健
保
組
合
は
、
高
齢
者
医
療
制
度
全
体
へ
の
納
付

金
と
し
て
、
被
扶
養
者
１
人
当
た
り
医
療
費
と
は
別
に

年
間
で
約
12
万
円
を
負
担
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。
扶
養
除
外
の
手
続
き
を
さ
れ
な
い
ま
ま
で
い
る
と
、

健
保
組
合
は
必
要
の
な
い
負
担
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
健
保
組
合
の
財
政
を
守
る
た
め
に
も
、す
み

や
か
な
届
け
出
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

就職や結婚などで
他の健康保険に加入したとき

アルバイトやパートなどの
年収が基準額を超えたとき

死亡したとき

仕送り額が変わったとき

別居したとき

75歳になったとき

◆被扶養者の収入基準◆

＊

届
け
出
は
５
日
以
内
に

お
願
い
し
ま
す

●被扶養者が就職して、勤め先の医療保険（健康保
　険、共済組合など）に加入した
●被扶養者が結婚して、配偶者の被扶養者になった

被保険者が主として生計を維持している
場合で、年収130万円（60歳以上または
障害者は180万円）未満で、かつ被保険
者の収入の2分の1未満の方。

被保険者が主として生計を維持している
場合で、年収130万円（60歳以上または
障害者は180万円）未満で、かつ被保険
者からの援助額を下回っている方。

●同居していなければ被扶養者になれない親族が
　別居した
●別居後、被扶養者の収入額を上回る仕送りがない

●別居している被扶養者への仕送りをやめた
●仕送り額が被扶養者の収入より少なくなった

●被扶養者が75歳になり、後期高齢者医療制度の
　被保険者になった

＊被保険者の配偶者、子、父母、祖父母、曾祖父母、孫、
　兄弟、姉妹以外の3親等内の親族は、同居していなけ
　れば被扶養者として認定できません。

●被扶養者が亡くなった

被保険者と
同居の場合

被保険者と
別居の場合

①抽選専用の申込用紙に必要事項を記入し、ＦＡＸ（03-5232-
　5014）または郵送にて当健康保険組合までお送りください。
　＊申込用紙は、下記「抽選申込書」をそのまま切り取るか、
　　コピーしてご使用ください。また、ホームページの「抽選申
　　込書」をダウンロードして使用することもできます。
②９月30日（水）までに受付した申込書につきまして抽選を行

　い、結果は当選者へ10月9日（金）に郵送でお知らせいたし
　ます。
③10月12日（月）午前9時より空室を対象に電話予約を開始い
　たします（連泊の予約可）。
④申し込みにつきましては、1グループ5名1枚（第一希望）で
　お願いします。

キ　リ　ト　リ

「天城の里20」の年末年始の
　利用は抽選専用の申込用紙で

注

意

事

項

（○で囲む） 車・電車交通手段

天城の里20 年末年始 抽選申込書
太枠内をご記入ください。また初めてご利用される方は右欄に　印をご記入ください。

利用責任者氏名会　社　名

食事について

保　険　証
記号・番号

住　所

利用日 令和　　年　　月　　日 ～ 令和　　年　　月　　日

利用責任者
当選後連絡先

利用者氏名 利用者区分
（○で囲む）

被保険者
被扶養者
その他

性別
（○で囲む）

男
・
女

被保険者
被扶養者
その他

男
・
女

被保険者
被扶養者
その他

男
・
女

被保険者
被扶養者
その他

男
・
女

被保険者
被扶養者
その他

男
・
女

泊数 年齢 食　事　等
（○で囲む） 備　考職業

〒

・

・

・

・

・

通常コース しし鍋コース
中人料理 子供料理

食事・寝具不要

通常コース + しし鍋

通常コース しし鍋コース
中人料理 子供料理

食事・寝具不要

通常コース + しし鍋

通常コース しし鍋コース
中人料理 子供料理

食事・寝具不要

通常コース + しし鍋

通常コース しし鍋コース
中人料理 子供料理

食事・寝具不要

通常コース + しし鍋

通常コース しし鍋コース
中人料理 子供料理

食事・寝具不要

通常コース + しし鍋

ＦＡＸ （　　　　）
TEL　　　　（　　　　）
携帯　　　　（　　　　）

1 泊

食事等欄にて選択してください。1/1と1/2のご夕食はおせち料理となります。（しし鍋不可）
○通常コース＋追加料理しし鍋（1人前1,000円）オススメ！！
○しし鍋コース…通常コースから3皿減らし、しし鍋を加えたもので料金はそのままです。

抽選対象期間　令和2年12月29日（火）～令和3年1月3日（日）宿泊分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1

1

1

1

1

●抽選対象期間●令和2年12月29日（火）～令和3年1月3日（日）宿泊分
●抽選方法●

●「天城の里20」では年末年始の特別料理として、1/1～1/2のご夕食はおせち料理となります。（しし鍋不可）
●その他（一般）の方の利用料金は、被保険者もしくは被扶養者とご宿泊の場合には被保険者・被扶養者と同額の6,000円となります。
●「天城の里20」フロントにて資格確認を行いますので、保険証をご持参ください。
●取消・変更は利用日の3日前の17：00までです。以降はキャンセル料（利用料金の全額）が発生します。必ず当健康保険組合までご連絡ください。
●お支払いは現金での取り扱いになります。チェックアウトの際にお支払いください。
●子供料理は5歳以下の方が選択可能です。
●2歳以下で食事・寝具どちらも不要の際は、利用料金を無料とさせていただきます。
●食事等欄に○印がない場合は大変恐れ入りますが、通常コースとさせていただきます。
＊この申込書に記載の個人情報については、利用者の確認以外の目的に使用したり、第三者に提供したりすることは一切ないことを確約いたします。

今年も少しでも多くの方に
利用していただくために、
年末年始の抽選申し込みは

1泊限りとさせていただきます。
皆様のご理解、

ご協力をお願いします。

4



ご予約の際には「産業機械健康保険組合」と必ずお申し出ください。

契約保養施設ガイド

ラフォーレ倶楽部

佐久平ハイウェイオアシスパラダ

リソル生命の森
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・・・・・
・・・・・

1

1

2

YES NO

療養費支給申請書は受診者が整骨院・接骨院に委任し、本人に代わって治療費を健康保険組合に請求し、
支払いを受けるために必要な書類です。委任欄に署名する際、療養費支給申請書の負傷原因、負傷名、日数、金額を
よく確認し、必ず自分で署名または捺印をしてください。白紙の申請書にサインしたり、印鑑を押さないでください。

　整骨院・接骨院は、領収書の無料発行が義務づけられてい
ます。医療機関にかかった際と同様に、領収書は必ずもらってお
きましょう。 

領収書を必ずもらいましょう

　整骨院・接骨院の請求の中には、健康保険の対象とならない
請求も見受けられるため、当健康保険組合から施術内容など
についてお問い合わせすることがあります。
　当健康保険組合では、健康保険証を使って整骨院・接骨院
の施術を受けた方に、毎月15日頃、施術内容や施術経過、負傷
原因等の照会を郵送でさせていただく場合があります。また
ご返送いただけない場合は、お電話でお問い合わせすることが

あります。保険料を適正に活用するため、照会業務へのご理解
とご協力をお願いいたします。
　なお、照会文書発送は（ガリバー・インターナショナル（株）
保健管理センター）に依頼しております。
　ご回答いただきました内容につきましては、個人情報保護法
に基づき、「整骨院・接骨院に確認する際の資料としてのみ使
用する」こととしております。

整骨院・接骨院にかかられた方への受診照会にご協力ください

事後の施術内容の確認にも使えますので、施術内容ごとに金額が
細かく書かれた明細書ももらっておくとより望ましいですが、明細
書の発行は有料の場合もあります。

健康保険でかかれるとき・かかれないとき
整骨院・接骨院に

スタート
痛みの原因は次のどちらですか？

転んで打った、ひねったなど
負傷原因のはっきりした、
急性または亜急性の外傷
性の痛みだ

内科的病気が原因の痛み、
または昔からの慢性的な
痛み、あるいは原因不明の
痛みだ

1の場合

2
の
場
合

次のうち、どの疾患ですか？

健康保険でかかれます

健康保険で
かかれます

健康保険では
かかれません
応急手当ての場合は、
健康保険でかかれます。

＊健康保険でかかれるケースでも、施術が長期にわたるときは、
医療機関に受診し、医師の診察や検査を受けましょう。

健康保険ではかかれません
●リウマチや五十肩などの痛み
●過去に負傷し、治ったところが自然に
　痛み出したとき
●神経痛、ヘルニア、リウマチ、脳疾患
　後遺症などによる痛み

●スポーツが原因の筋肉疲労や筋肉痛

●日常生活が原因の肩こり

●医療機関で治療を受けながら同じ負傷
　箇所の施術を受けている

●「ついでに他の部位も」「家族に付き
　添ったついで」

●仕事中や通勤途中のけが

　なお、交通事故など第三者行為による
けがで、健康保険を使う場合、健康保険
組合に必ず連絡してください。

●スポーツの試合で  
　足首をひねり、痛む
●重い物を持ち上げた
　ときに腰を痛めた

例

例

例

1、2のいずれにも該当しない
下記のようなケースは、
健康保険ではかかれません。

整骨院・接骨院にかかることについて、
医師の同意は得ていますか？

施術から療養費支払いまでの流れ

本人・家族整骨院・接骨院

ガリバー・インターナショナル（株）産業機械健康保険組合

①施術を受ける

②保険適用分の請求
　（療養費支給申請書）

③内容点検の委託

⑦点検結果の報告

⑧保険適用分の支払い ④施術内容等の
　   照会文書の発送 ⑤回答文書の送付

⑥施術内容等の照会

照会の手順
2

照会の手順

3
照会の手順

施術日の3ヵ月～数ヵ月後、郵送にてご自宅宛
に照会書（回答書を同封）をお送りいたします。

回答書にご記入をお願い
いたします。

同封されている封筒で、
回答書をご返送ください。

必ず自筆でサインしてください

骨折 脱臼 打撲 ねんざ 挫傷

すべてが対象ではありません。

整骨院・接骨院
にかかるときには

ご注意を！

各 種 保 険 取 扱 健 康 保 険 適 用

とあっても

整骨院、接骨院での施術は

すべてが健康保険の対象に

なっているわけではありません。

皆さんの保険料を大切に

使うためにも、

ご注意ください。

療養費支給申請書に

早 わ か り チ ャ ー ト

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

肉ばなれ
など、筋・腱
の損傷
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

快　汗

湯島聖堂

❽東京都水道歴史館
本郷給水所公苑に隣接する資料館。江戸から東京にかけ
ての水道の歴史を学ぶことができる。玉川上水、神田上水
など江戸の水道の成り立ち、町人が住んだ長屋と井戸の
ある風景などが復元され、展示されている。

❾湯島聖堂
御茶ノ水駅から神田川にかかる聖橋を渡った
所にある孔子廟。もとは上野に居を構えてい
た儒者林羅山の邸内にあったが、元禄3
（1690）年に五代将軍徳川綱吉によって
現在の地に移された。また十一代将軍家斉
の時、ここに「昌平坂学問所」が開設され、
官学の中心地となった。

�神田明神（神田神社）
湯島聖堂から本郷通りを隔てた北側にある神社。元和2
（1616）年に現在の場所に移されてからは江戸総鎮守と
して崇敬された。現在は大黒、恵比須、平将門の三柱を
祀っており日本橋、秋葉原、大手町、湯島など108町会の
総氏神となっている。この神社の神田祭は江戸三大祭り
のひとつとなっている。

�万世橋
秋葉原電機街の南端に位置し、中央通り（国道17号線）上にある
アーチ橋。現在の橋は昭和 5（1930）年に架けられたもの。

高戸橋（都電荒川線）

小石川後楽園 東京都
水道歴史館甘泉園公園

水神社
肥後細川庭園

本郷給水所
公苑

Walking Course

大久
保通
り

昌平橋
聖橋

総武線

新目白通り
東京ドーム

外
濠

水道橋駅
御茶ノ水駅

秋葉原駅

神田川

東西線
面影橋

飯田橋駅

浅草橋

江戸川橋
❺❹

❷

浅草橋駅
�浅草橋駅
JR総武線と都営地下鉄浅草
線が乗り入れる駅。駅周辺
は玩具や装飾品のパーツを
扱う店が軒を連ねる。

❶高田馬場駅
山手線、東京メトロ東西線、西武新宿線が乗り
入れるターミナル駅。JRのホームでは電車が
停車する際に鉄腕アトムの主題歌が流れる。

❶
高田馬場駅

❼❻

神田明神
（神田神社）

�

万世橋
�

❾
❽

●コース距離：11.0km

●歩行時間：4.5時間

❶高田馬場駅
　↓1.0km
❷高戸橋（都電荒川線）
　↓0.9km
❸甘泉園公園
　↓0.9km
❹肥後細川庭園
　↓0.3km
❺水神社
　↓3.2km
❻小石川後楽園
　↓1.5km
❼本郷給水所公苑
　↓0.2km
❽東京都水道歴史館
　↓1.5km
❾湯島聖堂
　↓0.5km
�神田明神（神田神社）
　↓1.0km
�万世橋
　↓1.5km
�浅草橋駅

かん せん えん

高田馬場駅から
神田川沿いに早稲田、
肥後細川庭園、本郷給水所公苑、
神田明神、湯島聖堂、秋葉原などを
巡り、浅草橋まで歩く半日コース

肥後細川庭園では
抹茶も楽しめる

都
営
三
田
線

❸

❷都電荒川線
  （高戸橋付近）
荒川区南千住にある三ノ輪
橋停留所と新宿区西早稲田
の早稲田停留所までを結ぶ
路面電車。愛称は「さくら
トラム」。明治通りから高戸
橋交叉点を左折して新目白
通りに入る。

❹肥後細川庭園
肥後細川家の庭園の跡地をそのまま庭園にした池泉回遊式庭園。目白台地から
神田川へ落ち込む斜面を活かして作られている。春から夏にかけては新緑、秋には
紅葉、冬には雪吊りと四季それぞれに美しい景観が楽しめる。

山
手
線

明
治
通
り

外
堀
通
り

音
羽
通
り

隅
田
川

目
白
通
り

❼本郷給水所公苑
東京都水道局の本郷給水所の上部に
ある人工地盤に造成された公苑。洋風
庭園と和風庭園の2つの区画に分かれ
ており、洋風庭園では春と秋にバラ
が鑑賞できる。また和風庭園の一角
には江戸時代の神田上水が復元され
ている。

�

❺水神社
細川庭園のすぐ隣にある
神社。神田上水が開設さ
れて以来、関口水門の守
護神として祀られてきた。
鳥居には水神神社と記銘
されているが、その理由
は不明。

すい

❸甘泉園公園
もともと徳川御三卿のひとつ清水家の江戸下屋敷が置かれてい
た土地だったが昭和44（1969）年に都立公園となった。甘泉
園とはここから湧く泉の水がお茶に適していたことから名づけら
れた。都心のオアシスのような一角となっている。

❻小石川後楽園
寛永6（1629）年に水戸徳川家の祖である頼房が、江戸の中屋敷（後に上屋敷）の庭園と
して造営を始め、二代藩主の光圀の代に完成した。宋代の学者范文正の「士はまさに天下
の憂いに先だって憂い、天下の楽しみに後れて楽しむ」言葉から「後楽園」と名づけられた。
庭園は池を中心にした「回遊式築山泉水庭園」になっている。園内からは東隣にある東京
ドームの一部も見える。

山
手
線

中
央
通
り

昭
和
通
り
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感
染
症

免
疫
力

つの5
ヒ ン ト

監修：関谷 剛
東京大学未来ビジョン研究センター客員准教授・医博

　
人
の
生
体
リ
ズ
ム
は
、日
中
は
活
発
に
動
き
、夜
間
は
ゆ
っ
く

り
休
む
よ
う
に
で
き
て
い
ま
す
。
体
内
の
免
疫
細
胞
も
同
様
で
、

朝
起
き
て
か
ら
徐
々
に
働
き
出
し
、
夜
11
時
を
過
ぎ
る
と
活
性

が
下
が
る
の
で
す
。
自
粛
生
活
で
家
に
引
き
こ
も
り
、
深
夜
ま

で
パ
ソ
コ
ン
と
に
ら
め
っ
こ
し
て
い
る
よ
う
な
生
活
を
続
け
て

い
る
と
免
疫
細
胞
の
働
き
が
弱
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
免
疫
細
胞
を
十
分
に
働
か
せ
る
た
め
に
は
、
毎
朝
き
ち
ん
と

同
じ
よ
う
な
時
間
に
起
床
し
、
で
き
る
か
ぎ
り
夜
は
11
時
に
は

就
寝
す
る
と
い
っ
た
、
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
と
く
に
午
後
11
時
〜
午
前
2
時
は
免
疫
細
胞
の
活
性
が

も
っ
と
も
低
く
な
る
時
間
帯
な
の
で
、
そ
の
時
間
帯
は
な
る
べ
く

熟
睡
し
て
い
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
朝
日
の
光
を

浴
び
る
こ
と
は
体
内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
作
用
が
あ
る
た
め
、

生
体
リ
ズ
ム
を
整
え
る
た
め
に
大
切
で
す
。

　
ま
ず
大
切
な
こ
と
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
で
す
。
い
ろ

い
ろ
な
食
品
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
腹
八
分
目
程
度
に
食
べ
る
こ

と
。
と
く
に
、
肉
や
魚
な
ど
か
ら
良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
を
補
給

す
る
こ
と
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
う
え
で
、免
疫
力
を
ア
ッ
プ

さ
せ
る
食
品
を
適
度
に
プ
ラ
ス
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
お
す
す
め
は
次
の
3
つ
で
す
。

①
ヨ
ー
グ
ル
ト
…
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
を
含
む
も
の
が
お
す

す
め
。
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
と
は
、
生
き
た
ま
ま
腸
に
届

き
、
腸
内
環
境
を
整
え
、よ
い
影
響
を
与
え
る
微
生
物
と
い
う

意
味
。
腸
内
に
は
免
疫
細
胞
が
多
く
す
ん
で
い
る
の
で
、
腸
内

環
境
が
整
う
こ
と
で
、
免
疫
細
胞
は
活
性
化
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
直
接
、免
疫
細
胞
の
活
性
化
に
働
き
か
け
る
プ
ロ
バ
イ
オ

テ
ィ
ク
ス
・
ヨ
ー
グ
ル
ト
も
市
販
さ
れ
て
お
り
、
2
週
間
以
上

続
け
て
食
べ
る
と
よ
い
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

②
き
の
こ
類
…
β（
ベ
ー
タ
）ー
グ
ル
カ
ン
と
い
う
多
糖
体
が

免
疫
細
胞
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
野
菜
類
…
ビ
タ
ミ
ン
A
・
B₆
・
C
・
E
な
ど
に
免
疫
力
ア
ッ

プ
の
効
果
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
ビ
タ

ミ
ン
C
は
、
免
疫
細
胞
を
活
性
化
す
る
働
き
が
強
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ス
は
免
疫
力
を
下
げ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
自
律
神

経
の
う
ち
、
緊
張
す
る
と
優
位
に
な
る
の
が
交
感
神
経
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
す
る
と
優
位
に
な
る
の
が
副
交
感
神
経
で
す
が
、
免
疫

力
も
こ
の
自
律
神
経
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
の

多
い
状
態
が
長
く
続
く
と
、
交
感
神
経
が
優
位
に
働
き
、
体
内

で
は
免
疫
の
要
と
な
る
白
血
球
中
の
リ
ン
パ
球
の
割
合
が
減
っ

て
し
ま
い
、
免
疫
力
が
低
下
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
生
き
て
い
れ
ば
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
ス
ト
レ
ス
が
つ
き

ま
と
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
と
は
上
手
に
つ
き
合
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
好
き
な
音
楽
を
聴
い
た
り
、気
分
転
換
に
散
歩

を
し
た
り
、友
人
に
グ
チ
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
な
ど
、ス
ト

レ
ス
を
こ
ま
め
に
吐
き
出
し
、た
め
込
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
完
璧
主
義
だ
っ
た
り
、
几
帳
面
で
責
任
感
が
強
い
、一
人
で

何
で
も
背
負
い
込
む
な
ど
、
ま
じ
め
な
人
ほ
ど
、
交
感
神
経
が

優
位
に
働
き
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
や
す
い
の
で
、
意
識
的
に
ス

ト
レ
ス
解
消
を
心
が
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
運
動
で
す
が
、
激

し
す
ぎ
る
運
動
は
逆
に
免
疫
力
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

　
最
近
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
運
動
量
が
少
な
い
人
は
、か
ぜ
な

ど
の
気
道
感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
、
運
動
量
が
中
程
度
の
人

は
そ
の
リ
ス
ク
が
も
っ
と
も
低
く
、
激
し
い
運
動
量
を
行
な
っ

て
い
る
人
は
少
な
い
人
よ
り
も
さ
ら
に
上
気
道
感
染
症
に
か

か
り
や
す
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
免
疫
力
を
高
め
る
に
は
、そ
れ
ほ
ど
ハ
ー
ド
に
運
動
す
る
必

要
は
な
く
、
軽
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
が
よ
い
の
で
す
。
よ
く

い
わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
日
常
生
活
で
の
歩
き
に
加
え
て
会

社
帰
り
に
一
駅
分
プ
ラ
ス
す
る
ぐ
ら
い
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

し
か
も
、
本
格
的
に
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
歩
く
の
で
は
な
く
、

軽
く
汗
ば
む
程
度
の
ス
ピ
ー
ド
で
歩
き
ま
し
ょ
う
。
と
く
に

夏
に
か
ら
だ
を
動
か
す
際
に
は
、
十
分
な
水
分
お
よ
び
塩
分

の
補
給
を
し
て
、
熱
中
症
に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

つ
け
る
生
活 負

け
な
い

を に

１ せっかちである
２ 何ごとも完璧を目指している
３ 責任感が強い
４ 勝ち負けにこだわる
５ 周囲の評価が気になる
６ 人に頼むのが苦手で、
　 ひとりでなんでも背負い込む
７ 人から頼まれると嫌といえない
８ 心配ごとがあると下痢や便秘をしやすい

軽
い

運
動
を
す
る

3
・・・・・・・・・・・・・・

規
則
正
し
い

生
活
を
す
る

1
・・・・・・・・・・・・・・

か
ら
だ
を

温
め
る

2
・・・・・・・・・・・・・・

ス
ト
レ
ス
と

上
手
に

つ
き
合
う

5
・・・・・・・・・・・・・・

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
に

免
疫
力
ア
ッ
プ

の
食
品

4
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ストレスをためやすいのはこんな人
下記の項目にあてはまるものが多い人は、
とくにストレス解消を心がけましょう。

とくに 注 意！

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
だ
け
で
な
く
、

他
の
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
の
感
染
症
か
ら
身
を
守
る
に
は
、

免
疫
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

免
疫
の
主
役
と
な
る
の
は
血
液
中
の
白
血
球
に
あ
る
免
疫
細
胞
で
、

ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
異
物
を
発
見
し
て
退
治
す
る
役
割
を
し
て
い
ま
す
。

1
年
を
通
じ
て
日
常
生
活
の
中
で
で
き
る

免
疫
力
ア
ッ
プ
の
方
法
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
免
疫
細
胞
は
一
般
に
体
温
37
度
台
で
活
発
に
働
き
、
35
度
台

に
な
る
と
働
き
が
低
下
し
ま
す
。
逆
に
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
病
原

体
は
35
度
台
で
は
活
発
に
働
き
、
37
度
台
に
な
る
と
増
殖
力
が

落
ち
て
き
ま
す
。

　
平
熱
が
35
度
台
の
人
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
低
体
温
で

は
免
疫
力
が
低
く
な
り
病
原
体
へ
の
抵
抗
力
が
弱
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
低
体
温
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
冷
え
性
の
人
も
、
ふ

だ
ん
か
ら
か
ら
だ
を
冷
や
さ
な
い
工
夫
が
必
要
で
す
。
ま
た
夏

場
は
過
度
に
エ
ア
コ
ン
を
効
か
せ
て
か
ら
だ
が
冷
え
す
ぎ
て
し

ま
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
入
浴
も
か
ら
だ
を
温
め
る
効
果
的
な
方
法
で
す
。
夏
は
シ
ャ

ワ
ー
な
ど
で
す
ま
せ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
38
〜
40

度
く
ら
い
の
ぬ
る
め
の
湯
に
15
分
以
上
つ
か
っ
て
温
ま
れ
ば
、

冷
え
が
解
消
す
る
う
え
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
も
得
ら
れ
て
、免
疫

細
胞
の
活
性
化
に
も
役
立
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
み
ぞ
お
ち

あ
た
り
ま
で
つ
か
る
半
身
浴
も
心
臓
に
負
担
を
か
け
ず
に
長
く

入
浴
で
き
て
効
果
的
で
す
が
、
頭
に
水
で
濡
ら
し
た
タ
オ
ル
を

置
く
な
ど
し
て
、の
ぼ
せ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

＋
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55
歳
、
女
性
。
階
段
の
上
り
下
り
で
ひ
ざ
に
痛
み
を
感
じ
て
受
診
し

た
と
こ
ろ
、
変
形
性
ひ
ざ
関
節
症
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
手
術
を

考
え
る
必
要
は
な
い
と
の
こ
と
で
、
積
極
的
に
運
動
す
る
こ
と
を
す
す

め
ら
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
家
の
周
り
は
階
段
や
坂
道
が
多
く
、
痛

み
が
出
る
恐
れ
か
ら
歩
く
の
を
避
け
て
お
り
、
体
重
も
増
え
て
き
ま

し
た
。
家
の
中
で
で
き
る
運
動
や
、
手
術
を
検
討
す
る
時
期
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。（
広
島
県 

S
）

　「
変
形
性
ひ
ざ
関
節
症
」
は
、
関
節
の
軟
骨（
骨
の
間
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
の

役
割
）
が
す
り
減
る
病
気
で
す
。
高
齢
者
に
多
く
、
肥
満
の
人
や
以
前

ひ
ざ
の
け
が
を
し
た
人
に
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
初
期
の
症
状
は
、
長

時
間
歩
行
し
た
あ
と
や
階
段
昇
降
、
坂
道
の
上
り
下
り
、
正
座
な
ど
、

決
ま
っ
た
動
作
の
と
き
に
痛
み
を
自
覚
す
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
こ
れ

ら
の
動
作
で
は
、
ひ
ざ
に
か
か
る
負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
変
形
性
ひ
ざ
関
節
症
の
治
療
の
基
本
は
「
運
動
」で
す
。
運
動
に
は

薬
と
同
じ
よ
う
に
ひ
ざ
の
痛
み
を
抑
え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
し
か

も
、
運
動
に
は
副
作
用
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
運
動
を
す
る

と
痛
み
が
や
わ
ら
ぐ
だ
け
で
な
く
、
筋
力
が
増
強
す
る
こ
と
に
よ
り
、

脚
が
安
定
化
し
て
歩
行
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
減
量
や
ス
ト

レ
ス
解
消
効
果
な
ど
の
長
所
も
あ
り
、た
と
え
手
術
が
必
要
な
状
況
で

　
48
歳
、
男
性
。
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
白
内
障
の
点
眼
治
療
を
続
け
て

き
ま
し
た
が
、
以
前
よ
り
強
く
ぼ
や
け
て
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
手
術
を
考
え
は
じ
め
ま
し
た
が
、
手
術
を
受
け
た
人
か
ら
、「
手

術
し
て
も
、
す
べ
て
が
は
っ
き
り
と
見
え
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
は
な

い
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
手
術
時
の
眼
内
レ
ン
ズ
に
は
単
焦
点
と
多
焦

点
の
2
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
え
方
と
手

術
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
福
島
県 

M
）

　
「
白
内
障
」
と
は
、
目
の
中
で
レ
ン
ズ

の
働
き
を
し
て
い
る
透
明
な
水
晶
体
が

白
く
濁
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
見
え
に

く
く
な
る
病
気
で
す
。
加
齢
に
よ
る
白

内
障
が
も
っ
と
も
多
く
、
70
代
で
は
80
％

以
上
の
方
が
罹
患
し
て
い
ま
す
が
、40
代

後
半
か
ら
出
現
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
白
内
障
に
な
る
と
、
霧
が
か
か
っ
て
見

え
る
、
ぼ
や
け
る
、
薄
暗
く
な
る
と
か
す

む
、
明
る
い
と
こ
ろ
で
ま
ぶ
し
い
、
片
目

で
物
が
二
重
・
三
重
に
見
え
る
、
視
力

が
低
下
す
る
、な
ど
の
症
状
を
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
は

水
晶
体
が
混
濁
し
て
い
る
場
所
と
程
度
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
白
内
障
の
治
療
に
は
、
薬
物
療
法
と
手
術
療
法
が
あ
り
ま
す
。
薬
は

進
行
を
抑
え
る
働
き
が
あ
り
ま
す
が
、一
度
混
濁
し
た
水
晶
体
を
再
び

透
明
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
困
っ
て
い
る
症
状
を
改
善
さ
せ
た

い
、
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
手
術
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
手
術
は
、
白
目
と
黒
目
の
境
を
2
〜
3
㎜
切
開
し
て
水
晶
体
の
前
側

の
殻
を
丸
く
く
り
抜
い
た
あ
と
、
細
い
管
を
殻
の
中
に
入
れ
、
混
濁
し

た
内
容
物
を
超
音
波
で
砕
き
な
が
ら
吸
い
出
し
（
超
音
波
乳
化
吸
引

術
）、
空
に
な
っ
た
殻
の
中
に
眼
内
レ
ン
ズ
を
埋
め
込
み
ま
す
。
手
術
中

の
痛
み
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
手
術
時
間
は
10
〜
30
分
程
度
で
す
。
傷
口

が
非
常
に
小
さ
く
、
白
内
障
以
外
に
病
気
が
な
け
れ
ば
術
後
の
見
え
方

は
良
好
で
あ
る
た
め
、
早
期
に
社
会
復
帰
が
で
き
ま
す
。

　
通
常
、
挿
入
さ
れ
る
眼
内
レ
ン
ズ
は
焦
点
が
一
つ
の
単
焦
点
レ
ン
ズ
で

あ
る
た
め
、
ど
こ
に
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
る
か
を
手
術
前
に
決
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
遠
方
に
ピ
ン
ト
が
合
う
度
数
の
眼
内
レ
ン
ズ
を
挿
入
す

る
と
、
眼
鏡
な
し
で
は
手
元
は
ピ
ン
ボ
ケ
の
状
態
と
な
り
、
老
眼
鏡
の

使
用
が
必
須
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
ど
こ
の
距
離
に
合
わ
せ
た
眼
内

レ
ン
ズ
を
挿
入
し
て
も
、
術
後
に
累
進
多
焦
点
レ
ン
ズ
の
眼
鏡
を
か
け

れ
ば
、
遠
距
離
、
中
距
離
、
近
距
離
の
も
の
が
す
べ
て
く
っ
き
り
見
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
は
、
遠
・
近
の
2
カ
所
、ま
た
は
遠
・
中
・
近
の
3

カ
所
に
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
眼
鏡
な
し
で
日
常

生
活
を
送
り
た
い
人
に
は
適
し
た
レ
ン
ズ
で
す
。
し
か
し
、
像
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
が
悪
く
な
る
、
光
が
に
じ
む
、
見
え
方
が
安
定
す
る
ま
で
に
時

間
が
か
か
る
、片
目
だ
け
の
手
術
や
ほ
か
に
目
の
病
気
を
も
っ
て
い
る
人

に
は
不
向
き
、
選
定
療
養
の
対
象
で
あ
る
た
め
通
常
の
保
険
適
用
よ
り

高
額
で
医
療
機
関
が
限
定
さ
れ
る
、
な
ど
の
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。

　
自
分
に
適
し
て
い
る
レ
ン
ズ
に
つ
い
て
、
手
術
前
に
十
分
説
明
を
受

け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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も
運
動
を
つ
づ
け
る
べ
き
で
す
。

　
運
動
と
し
て
は
、「
筋
力
訓
練
」

「
ス
ト
レ
ッ
チ
」「
有
酸
素
運
動
」の
3

種
類
を
組
み
合
わ
せ
る
の
が
理
想
で

す
。
筋
力
訓
練
の
な
か
で
、
ご
家
庭
で

も
手
軽
に
で
き
る
の
が
、
下
図
の「
脚

上
げ
運
動
」で
す
。
寝
転
ん
だ
状
態
で

真
っ
す
ぐ
に
伸
ば
し
た
片
脚
を
10
㎝

程
度
上
げ
て
5
秒
キ
ー
プ
す
る
こ
と

を
ゆ
っ
く
り
10
回
く
り
返
す
の
が
お
す

す
め
で
す
。ス
ト
レ
ッ
チ
は
、入
浴
後
な

ど
か
ら
だ
が
温
ま
っ
た
と
き
に
、
座
っ

た
状
態
で
ひ
ざ
を
ゆ
っ
く
り
と
伸
ば

し
た
り
抱
え
込
ん
だ
り
し
て
関
節
が
動
く
範
囲
を
広
げ
る
運
動
を
し
ま

す
。
有
酸
素
運
動
の
代
表
は
散
歩
で
、30
分
間
ほ
ど
少
し
汗
ば
む
程
度

に
行
い
ま
す
。
こ
の
際
、
坂
道
や
階
段
が
あ
る
と
ひ
ざ
に
か
か
る
負
担
が

増
え
ま
す
の
で
、平
た
ん
な
道
を
歩
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
痛
み
が

強
く
て
散
歩
が
困
難
な
場
合
に
は
、自
転
車
こ
ぎ
や
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
、
ひ
ざ
に
か
か
る
負
担
が
少
な
い
運
動
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
変
形
性
ひ
ざ
関
節
症
は
ゆ
っ
く
り
と
進
行
し
ま
す
。
変
形
が
強
く
な

る
と
痛
み
も
強
く
な
り
、
次
第
に
外
出
す
る
の
が
お
っ
く
う
に
な
り
、
閉

じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
時
に
痛
み
止
め
を
使
い
な
が
ら
、し
っ
か

り
と
運
動
に
取
り
組
み
、
そ
れ
で
も
よ
く
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
手
術
を

検
討
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
手
術
を
受
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
は

主
治
医
の
先
生
と
よ
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
歩
け
な
く
な
っ
て
か
ら

の
手
術
で
は
遅
い
の
で
、
活
動
範
囲
が
は
っ
き
り
と
狭
く
な
っ
て
き
た
と

き
に
は
、
手
術
を
受
け
て
心
身
と
も
に
健
康
で
い
ら
れ
る
健
康
寿
命（
日

常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
送
れ
る
期
間
）を
延
ば
す
こ
と
を
考

え
ま
し
ょ
う
。

回
答
者
▼
高
知
大
学
医
学
部
整
形
外
科

　教
授

　池
内 

昌
彦

い
け 

う
ち
　
ま
さ 

ひ
こ

回
答
者
▼
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

　名
誉
教
授

　常
岡 

寛

つ
ね 

お
か
　
ひ
ろ
し

Q
白
内
障
で
手
術
を
検
討
中
。

2
種
類
の
眼
内
レ
ン
ズ
と
は
？

術
後
の
見
え
方
に
違
い
が
あ
る
。

十
分
説
明
を
受
け
て
か
ら
手
術
を

A

Q
変
形
性
ひ
ざ
関
節
症
と
診
断
。

家
の
中
で
で
き
る
運
動
は
あ
る
？

3
種
類
の
運
動
を
組
み
合
わ
せ
て
。

筋
力
を
つ
け
る
に
は「
脚
上
げ
運
動
」

A

筋 力 訓 練 の 例  -- 脚 上 げ 運 動--

あお向けに寝た状態で、片方のひざを直角に曲げる。伸ばしている
ほうの脚を床から10cm程度上げて、5秒間キープしたらゆっくりと
下ろす。これを10回くり返す。反対側も同様に行う。

ひざを伸ばした
まま上げる

2～3mm切開したところか
ら、濁った水晶体を超音波
で砕いて吸い出す。

選択した人工の眼内レンズ
を埋め込む。

角膜眼内レンズ

水晶体

白 内 障 の 手 術
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　家族が笑って毎日を過ごせるのも、奥様が元気で家
庭を守っているからこそです。「忙しいから」「症状が
ないから」と、健診から遠ざかっているうちに生活習
慣病が悪化！　なんてことになったら、それこそ家庭の
一大事。奥様だからこそ、毎年健診を受けて健康を
キープしましょう。
　当健保組合の健診を、ぜひご活用ください。詳細は
ホームページをご覧ください。
※年度年齢40歳から年度に1回補助の対象となります。

奥様も健診を
受けてください

・・・・・・・・・
　毎
年
の
健
診
結
果
が
、
あ
な
た
の
健
康
に
関

す
る
履
歴
書
に
な
り
ま
す
。
各
検
査
項
目
の
数

値
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
か
判
断
す
る
た
め

に
、
過
去
の
健
診
結
果
が
大
い
に
役
に
立
ち
ま

す
。
今
後
の
た
め
に
フ
ァ
イ
ル
な
ど
に
と
じ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

過
去
の
健
診
結
果
も

必
ず
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う

・・・・・・・・・
　健
診
で
異
常
が
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

将
来
に
わ
た
っ
て
健
康
が
保
証
さ
れ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
異
常
な
し
」
判
定
で

あ
っ
て
も
、
「
〝
異
常
あ
り
〞
に
近
い
正
常
範

囲
」
と
い
う
場
合
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
日
頃

か
ら
自
分
の
健
康
状
態
に
は
注
意
を
払
う
こ
と

が
大
切
で
す
。

健
康
を
維
持
す
る

努
力
を
忘
れ
ず
に

・・・・・・・・・
　健
診
は
、
自
身
の
体
の
状
態
を
確
認
す
る
も
の
で
す

が
、
検
査
結
果
が
一
定
の
判
定
値
を
上
回
っ
た
場
合

は
、
生
活
習
慣
改
善
の
お
手
伝
い
す
る
特
定
保
健
指
導

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
健
診
で
大
切
な
の
は

「
受
診
し
た
こ
と
」
で
は
な
く
、「
受
診
後
に
ど
う
対

応
し
た
か
」
で
す
。
検
査
結
果
に
応
じ
た
適
切
な
指
導

を
受
け
て
ケ
ア
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

特
定
保
健
指
導
の

対
象
に
な
っ
た
ら

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

年
1
回
の
健
康
診
断
。
結
果
が
「
異
常
な
し
」
だ
と
ホ
ッ
と
し
ま
す
ね
。

し
か
し
、
基
準
値
内
で
も
注
意
が
必
要
な
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

受
け
っ
ぱ
な
し
は
も
っ
た
い
な
い

健
診
結
果
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
!

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

特
定
保
健
指
導
を

受
け
る
メ
リ
ッ
ト

　
若
い
頃
は
ち
ょ
っ
と
食
べ
る
量
を
減
ら
し
た
り
、
1
日
運
動

す
れ
ば
、
1
㎏
く
ら
い
は
す
ぐ
に
落
と
せ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
ど
ん
な
人
で
も
年
齢
を
重
ね
る
と
と
も
に
、

基
礎
代
謝
量
は
落
ち
て
い
き
ま
す
。

　
や
ろ
う
と
思
え
ば
す
ぐ
に
や
せ
ら
れ
る
な
ら
、
特
定
保
健

指
導
の
案
内
が
届
く
前
に
結
果
を
出
せ
て
い
る
は
ず
で
す
。

案
内
が
届
い
た
こ
と
は
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
！

　
特
定
保
健
指
導
の
案
内
が
届
い
た
け
ど
、
気
が
つ
い
た

ら
ど
こ
か
へ
い
っ
て
し
ま
っ
た
…
な
ん
て
い
う
人
は
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

　
特
定
保
健
指
導
と
は
特
定
健
診
（
特
定
健
康
診
査
※
）

の
結
果
、内
臓
脂
肪
の
蓄
積
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
リ
ス
ク
が
高
い
方
を
対
象
と
し
た

生
活
習
慣
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
案
内
が
届
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
近
い
将
来
に
生
活

習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
あ
ら
ゆ
る
重
い
病

気
の
引
き
金
に
な
り
ま
す
。
症
状
は
な
く
て
も
、
危
険

な
状
態
の
一
歩
手
前
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
ま

し
ょ
う
！

　
特
定
保
健
指
導
で
は
健
康
管
理
の
プ
ロ
で
あ
る
、
管
理
栄
養

士
や
保
健
師
た
ち
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
に
最
適
な
生
活
習
慣

改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　
私
生
活
で
無
理
な
く
取
り
組
め
る
食
事
法
や
運
動
法
な

ど
、
そ
の
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
方
法
を
提
案

し
て
も
ら
え
ま
す
。
そ
の
後
も
メ
ー
ル
や
電
話
で
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
く
れ
る
の
で
安
心
で
す
。
料
金
は
全
額
健
保
組
合
が

負
担
す
る
の
で
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
お
得
な

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
で
す
よ
！

特
定
保
健
指
導
を

受
け
な
い
な
ん
て

も
っ
た
い
な
い
で
す
よ
！

健（ケン）・保（タモツ）
特定保健指導の対象者に指導を
受けてもらうために
日本全国を回っている兄弟。

特
定
保
健
指
導
の
ご
案
内
、

無
視
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

※40歳以上を対象としたメタボリックシンドロームに
　着目した健康診断のこと。別名メタボ健診。

特
定
保
健

指
導
の
案
内

ち
ゃ
ん
と

見
ま
し
た
!?

え
!?

な
に
な
に
!?

し
、
知
ら
な
か
っ
た
…
！

心
を
入
れ
替
え
て

受
け
る
こ
と
に
し
ま
す
！

特定保健指導  受けない人あるある
●忙しくて時間がないから
●やろうと思えば自分でやせられるから
●スポーツジムに通っているから
●健康には気をつかっているから
●そもそも特定保健指導って何？
　　　　　　　　　　　……etc.

わ
ざ
わ
ざ
こ
ん
な
の
受
け

な
く
て
も
、
や
ろ
う
と
思
え
ば

自
分
で
や
せ
ら
れ
る
か
ら
…

は
い

出
ま
し

た
〜
！

「
自
分
で

や
せ
ら
れ
る

か
ら
」
！

受
け
な
い
人
に

あ
る
あ
る

な
ん
だ
よ
な
〜

ケ ン タモツ

健 保と の

特定保健指導を
受けましょう！

　長年の生活習慣を変えるこ
とは、一筋縄ではいかないか
もしれません。だからこその
「特定保健指導」です。
　自分の力だけではどうにも
ならないことも、プロの力を
借りれば改善できるかもしれ
ません。ぜひ特定保健指導を
ご活用ください！
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●
第
２
２
４
１
号
　
2
・
2
・
20

　
事
業
所
の
新
規
適
用
に
つ
い
て

●
第
２
２
４
２
号
　
2
・
2
・
25

　
事
業
所
所
在
地
変
更
に
つ
い
て

　
　
三
友
プ
ラ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

　
　
東
京
都
目
黒
区
↓
神
奈
川
県
相
模
原
市

●
第
２
２
４
３
号
　
2
・
3
・
1

　
事
業
所
の
編
入
に
つ
い
て

●
第
２
２
４
４
号
　
2
・
3
・
26

　
事
業
所
所
在
地
変
更
に
つ
い
て

　
　
辰
村
商
事
株
式
会
社

　
　
東
京
都
中
央
区
↓
東
京
都
千
代
田
区

●
第
２
２
４
５
号
　
2
・
3
・
31

　
事
業
所
名
称
変
更
に
つ
い
て

　
　
サ
ン
ド
ビ
ッ
ク
株
式
会
社

　
　
↓
サ
ン
ド
ビ
ッ
ク
マ
テ
リ
ア
ル
ズ

　
　
　
　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

　
　
兵
庫
県
神
戸
市

●
第
２
２
４
６
号
　
2
・
4
・
1

　
事
業
所
の
編
入
に
つ
い
て

●
第
２
２
４
７
号
　
2
・
4
・
1

　
事
業
所
の
編
入
に
つ
い
て

●
第
２
２
４
８
号
　
2
・
4
・
1

　
事
業
所
の
編
入
に
つ
い
て

●
第
２
２
４
９
号
　
2
・
4
・
1

　
事
業
所
の
編
入
に
つ
い
て

●
第
２
２
５
０
号
　
2
・
4
・
13

　
事
業
所
の
削
除
に
つ
い
て

　
　
株
式
会
社
Ｈ
Ｔ
Ｓ
ラ
イ
ズ

　
　
福
岡
県
福
岡
市

●
第
２
２
５
１
号
　
2
・
4
・
22

　
事
業
所
の
新
規
適
用
に
つ
い
て

●
第
２
２
５
２
号
　
2
・
5
・
1

　
組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

●
第
２
２
５
３
号
　
2
・
5
・
1

　
事
業
所
名
称
変
更
に
つ
い
て

　
　
福
見
産
業
株
式
会
社
↓
株
式
会
社
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｉ

　
　
東
京
都
港
区

●
第
２
２
５
４
号
　
2
・
5
・
15

　
事
業
所
名
称
変
更
に
つ
い
て

　
　
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
ソ
フ
ト
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
株
式
会
社

　
　
↓
株
式
会
社
Ａ
Ｓ
Ｍ

　
　
千
葉
県
柏
市

●
第
２
２
５
５
号
　
2
・
5
・
18

　
事
業
所
の
新
規
適
用
に
つ
い
て

●
第
２
２
５
６
号
　
2
・
5
・
26

　
事
業
所
所
在
地
変
更
に
つ
い
て

　
　
株
式
会
社
東
京
久
栄

　
　
東
京
都
中
央
区
↓
東
京
都
千
代
田
区

●
第
２
２
５
７
号
　
2
・
5
・
28

　
事
業
所
の
削
除
に
つ
い
て

　
　
セ
ブ
ン
リ
ー
ス
株
式
会
社

　
　
東
京
都
新
宿
区

●
第
２
２
５
８
号
　
2
・
5
・
28

　
事
業
所
の
名
称
変
更
に
つ
い
て

　
　
株
式
会
社
駐
車
場
綜
合
研
究
所

　
　
↓
三
菱
地
所
パ
ー
ク
ス
株
式
会
社

　
　
東
京
都
千
代
田
区

●
第
２
１
８
回
理
事
会
（
書
面
開
催
）

　
議
題

　
　
決
議
事
項

　
　
（
１
）
第
１
１
２
回
組
合
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
　
報
告
事
項

　
　
（
１
）
令
和
元
年
度
収
入
支
出
決
算
見
込
に
つ
い
て

　
　
（
２
）
理
事
長
専
決
事
項
に
つ
い
て

　
　
（
３
）
組
合
の
現
況
に
つ
い
て

●
第
２
１
９
回
理
事
会
（
書
面
開
催
）

　
議
題

　
　
決
議
事
項

　
　
（
１
）
令
和
元
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　
　
（
２
）
令
和
元
年
度
収
入
支
出
決
算
に
つ
い
て

　
　
（
３
）
令
和
元
年
度
決
算
残
金
処
分
（
案
）
に
つ
い
て

　
　
（
４
）
事
業
所
の
編
入
に
つ
い
て

●
第
１
１
２
回
組
合
会
（
書
面
開
催
）

　
議
題

　
　
決
議
事
項

　
　
（
１
）
令
和
元
年
度
事
業
報
告
に
関
す
る
件

　
　
（
２
）
令
和
元
年
度
収
入
支
出
決
算
に
関
す
る
件

　
　
（
３
）
令
和
元
年
度
決
算
残
金
処
分
（
案
）
に
関
す
る
件

　
　
（
４
）
事
業
所
の
編
入
に
関
す
る
件

　
　
報
告
事
項

　
　
（
１
）
監
事
に
よ
る
事
務
監
査
に
つ
い
て

　
　
（
２
）
理
事
長
専
決
事
項
に
つ
い
て

　
　
（
３
）
組
合
の
現
況
に
つ
い
て
　

2006年兵庫県宝塚市生まれの13歳。3歳から

地元宝塚のスイミングスクールで水泳を始め、幼稚

園最年長の6歳の時に飛び込みの競技を始めた。

馬淵かの子、辰巳楓佳コーチのもとで基礎体力

と技術をしっかりと身につけたのち、小学校5年

生で馬淵崇英コーチが率いるシニアチームに入っ

て10ｍ高飛び込みを開始する。以後メキメキと

頭角を現し、2017年には夏季全国JOCジュニア

オリンピックで優勝、2019年中学生になってか

らはシニアの大会である日本選手権水泳競技大

会に初出場、高飛び込みで 2 位 以下に大差を

つけて史上最年少優勝を飾った。まだ中学 2年

生、これからどれだけ成長するかと思うとワクワク

する。来年開催予定の東京オリンピックでもぜひ

とも表彰台に立ってもらいたいものだ。

◆今号の表紙◆

「10ｍ高飛び込み」

玉井 陸斗選手

事業所数

1,144カ所

被保険者数

154,576人

被扶養者数

106,826人

平均標準
報酬月額

368,149円
5
月
末
現
在

公

　
　
　告

組 

合 

日 

誌

組
合
の
現
況

た ま  い   りく と

新 規 加 入 事 業 所

加入年月 事　業　所　名 業　　種 所在地

サンドビック株式会社（関連会社）

セザス・ジャパン株式会社

PHOTON JAPAN合同会社

ロータスエアロスペース株式会社

株式会社M2Bコミュニケーションズ（関連会社）

日精株式会社

ウェスチングハウス・エレクトリック・ジャパン株式会社

日機装サーモ株式会社（関連会社）

株式会社ニッセイコム（関連会社）

バイオエナジー・リサーチ＆インベストメント株式会社

超硬合金、切削工具、機械部品の製造、加工、販売

原子力発電装置部品の製造及び修理業

再生可能エネルギー等による発電装置の保守管理

航空機器関連製品、部品及び機材の輸入販売

情報通信システムに関する調査・企画

運搬機械、乾燥機械の販売

発電装置の設計・保守管理・コンサルティング

電子部品の製造・販売及び輸入

情報処理機器及びそのシステムの開発、製造、保守

バイオマスエネルギーの生産プラントの設計、開発、コンサルティング

令和2年3月

令和2年4月

令和2年5月

令和2年6月

兵庫県

港区

港区

文京区

東京都八王子市

港区

千代田区

東京都武蔵野市

品川区

千代田区

応

　募

　要

　領

①
令
和
元
年
度
単
年
度
収
支
で
あ
る
経

　
常
収
支
は
26
億
9
千
万
円
の
○
○
と

　
な
り
ま
し
た
。

②
○
○
○
○
○
○
で
は
健
康
管
理
の
プ
ロ

　
で
あ
る
、
管
理
栄
養
士
や
保
健
師
た

　
ち
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
に
最
適
な
生
活

　
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
も
ら

　
え
ま
す
。

③
整
骨
院
、接
骨
院
で
の
施
術
は
す
べ
て

　
が
○
○
○
○
の
対
象
に
な
っ
て
い
る

　
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④「
天
城
の
里
20
」の
○
○
○
○
の
利
用

　
は
抽
選
専
用
の
申
込
用
紙
で
。

⑤
今
号
の
表
紙
は
「
10
ｍ
高
飛
び
込
み
」

　
の
○
○
○
○
選
手
。

　
郵
便
ハ
ガ
キ
に
①
〜
⑤
ま
で
の
解
答
、
住
所
（
郵
便
番
号

も
）、氏
名
、会
社
名
と
、「
天
城
の
里
20
の
招
待
券
」か「
図
書

カ
ー
ド
」の
ど
ち
ら
か
ご
希
望
の
賞
品
名
を
忘
れ
ず
に
記
入

し
、左
記
あ
て
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、
天
城
の
里
20
に
ご
家
族
、ご
友

人
と
一
緒
に
宿
泊
で
き
る
招
待
券（
1
泊
1
室
分
）を
5
名
、

図
書
カ
ー
ド
（
5
、0
0
0
円
分
）を
5
名
の
計
10
名
の
方
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

●
送
り
先
　
〒
1
0
5-

0
0
1
4 

　
　
　
　
　
東
京
都
港
区
芝
2-

13-

4

　
　
　
　
　
産
業
機
械
健
康
保
険
組
合
「
懸
賞
ク
イ
ズ
」
係

●
締
切
り
　
8
月
14
日（
金
）
消
印
有
効

〈
宿
泊
招
待
券
〉

三
報（
株
）
　
　
　 

新
美
　
憲
之
様

（
株
）テ
オ
リ
ア
ハ
ウ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
美
咲
様

マ
イ
ク
ロ
ト
ラ
ッ
ク
ベ
ル（
株
）

　
　
　
　
　
　
　
　
上
坂
　
則
夫
様

パ
シ
フ
ィ
コ
・
エ
ナ
ジ
ー（
株
）

　
　
　
　
　
　
　
　
角
谷
　
典
子
様

ネ
ク
ス
ト
エ
ナ
ジ
ー
・
ア
ン
ド
・
リ
ソ
ー
ス（
株
）

　
　
　
　
　
　
　
　
木
下
　
美
波
様

〈
図
書
カ
ー
ド
〉

ス
プ
レ
ー
イ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
ス
ジ
ャ
パ
ン（
同
）

　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
　
宜
弘
様

東
京
電
源（
株
）
　 

中
村
　
雄
一
様

日
本
ナ
ン
ヤ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー（
株
）

　
　
　
　
　
　
　
　
大
木
　
　
隆
様

（
株
）ア
ク
ト
リ
ー
　
板
坂
　
可
奈
様

（
株
）レ
イ
マ
ッ
ク 

　
千
代
　
晋
平
様

前
号
（
第
2
1
7
号
）

懸
賞
ク
イ
ズ

●
答
え

①
千
分

②
保
険
証

③
抽
選
専
用

④
被
扶
養
者

⑤
清
水
希
容

●
当
選
者

応
募
総
数
2
2
2
名（
宿
泊

招
待
券
の
応
募
63
名
、図
書

カ
ー
ド
の
応
募
1
4
0
名
、

不
正
解
19
名
）の
中
か
ら
抽

選
で
、次
の
方
々
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
。

次の①から⑤の問題文の空欄を
本誌に掲載されている言葉を用いて埋めてください。

本誌をよく読めばわかります。

クイズに答えて
保養所

無料宿泊招待券
図書カード
５,０００円分が
当たる！！

または

（ JSS宝塚スイミングスクール所属）
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